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町
村
会
併
促
進
法
並
び
に
新
市

町
村
建
設
促
進
法
に
よ
り
高
萩

市
が
誕
生
し
て
か
ら
早
や
四
ヶ

年
を
経
過
し
ま
し
て
着
々
新
し

い
市
の
一
体
性
が
確
立
さ
れ
つ

上
あ
り
ま
す
こ
と
は
三
万
市
民

の
ひ
と
し
く
喜
び
と
す
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
五
○
名
の
吏
員
を
擁
す
る
市

庁
舍
が
旧
来
余
り
に
も
狭
溢
不

便
を
極
て
お
り
市
民
の
皆
様
え

の
サ
ー
ビ
ス
も
滑
ら
か
に
ゆ
か

な
い
部
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
此
の
ほ
ど
總
坪
数
五
七
八
坪

總
工
費
四
七
五
四
万
円
に
て
待

望
の
新
庁
舍
が
竣
工
い
た
し
ま

し
た
、
今
日
ま
で
の
市
民
の
皆

》
篭
灘

職
撒

坤

栓
心
閥
■
開
■
叩
４
計
“
別

稚

理

門

Ｌ

司
朝鋤

竪？

妙
咀
凸

蕊
新
市
庁
舎
い
よ
い
よ
竣
工

蕊
牛

様
の
御
支
援
御
協
力
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
箇
所
の
事
務
所

に
て
用
事
が
足
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
亦
市
の
吏
員
も
心

を
新
に
し
て
公
僕
精
紳
に
徹
し

親
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
覺

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
一
層
の

御
協
力
を
御
願
い
た
し
ま
す
、

つ
い
て
は
新
庁
舎
竣
工
に
伴
う

諸
行
事
を
左
の
よ
う
に
行
い
ま

す
か
ら
よ
ろ
し
く
御
協
力
賜
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

庁
舎
を
一
般
に
公
開

○
一
般
の
部

九
月
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日

三
日
間
高
萩
地
区

日
、
十
二
日

高
萩
地
区

縛
脹
騨
諦

蕊

悟
新

殿
》

蕊
錘

季

津

Ｍ

弗

準

Ｍ

奇

一

与

辛
経
蓉

庁舍

九
月
十
三
日
、
十
五
日

二
日
間
松
岡
地
区

九
月
十
六
日

一
日
間
高
岡
地
区

右
の
日
程
に
よ
り
参
観
し
て
戴

き
ま
す
。
毎
日
午
前
九
時
よ
り

午
后
四
時
ま
で
と
し
右
期
間
中

な
ら
い
つ
で
も
参
観
が
で
き
ま

す
。
Ｏ
学
生
の
部

九
月
十
七
日
（
水
）
一
日
間

○
事
務
所
移
転
〔
引
越
）

九
月
十
八
日
（
木
）

当
日
は
一
般
事
務
は
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
市
民
大
運
動
会

九
月
二
十
八
日
（
雨
天
順
延
）

Ｏ
竣
工
式

十
月
十
日
の
予
定

騒麹

識
蕊
鍵
蕊

》
溌
騨
驚
蓬
裳
『
蕊
導
蕊
蕊
灘
蕊
蕊

…
議二
』騨当
樽

. :料
金 5鍔

溌 蕊
識
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０
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十
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０
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Ｏ
ｈ
ｌ
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Ｉ
１
１
０
ｈ
Ｏ
ｌ
ｌ
Ｏ
１
－

晉
日
こ
の
子
た
ち
の
親
一

を
さ
が
そ
う
運
動
一

舍
一

（
三
十
一
日
）
一

庁
一
全
国
労
仇
衛
生
週
間（
七
日
ま
で
）
一

新
一
新
聞
週
間
（
七
日
ま
で
）
一

た
一
四
日
里
親
一
テ
ー

み
一
九
日
全
国
労
仇
衛
生
大
一

会
（
十
一
日
迄
）
一

ら
一
十
日
眼
の
愛
護
デ
ー
一

か
一
十
四
日
貯
蓄
強
調
週
間
一

（
二
十
日
ま
で
）
一

裏
一
計
軸
一
叩
錨
躍
麺
郵
業
安
全
一

大
会
（
二
十
四
日
一

ま
で
）

一
二
十
五
日
結
核
予
防
週
間
一

（
三
十
一
日
ま
で
）
唇

一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｒ
ｌ
ｌ
ｂ
１
ｈ
１
１
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１
ｂ
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Ｏ
Ｂ
ｑ
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ｑ
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ｑ
ｂ
ｑ
Ｌ
ｑ
』
■

夢

咀窒鎧… 咄
捗
託

蕊鐵蕊
正

蕊蕊
面 階 段
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市報た かは ぎ (2）昭和33年9月1日発行

行＝1

＝＝二何はどこだろう

（市庁舎配置の説明）

1 階

ポ － チ 11税 務 課21

受 付12国民健康保健課22

玄関ホール 13收入役室溌
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2 階

1市長公室 8議員控室15女子便所

2市長室 9正副議長室16湯洲室

3秘書室10応接室］7議場前室

4助役室11 議会事務局］8謡 場

5總務課12廊 下 19傍聴席

6電話交換室13 ホ－ル2ｲ） 記者席

7全上休憩室14男子便所21 控 室

3 階

'大会議室 4{鷺業叢員鴬 『 蝋， 下
2小会議室 月教育委員会 8便 所

3記者控室 6建設課 9湯沸室
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○
市
民
課

市
役
所
の
機
構
を

一
倖
恥
垂
峠
一
墾
桔
砕
母
畔
雫
》
畷
そ
の
他
証
明

全
面
的
に
改
正
市
民
爆

新
庁
舍
の
竣
工
に
伴
な
い
市
役
所
事
務
機
構
を
左
保
健
衛
生
の
計
画
衛
生
思
想
の
普
及

御
協
力
さ
い
。
衛
生
係
一
斗
》
融
師
嘩
や
噸
》
』
峠
郡
碕
蘂
蜂
輕
癖
諾
種

の
よ
う
に
改
め
ま
し
た
の
で
今
後
よ
く
連
絡
の
上

○
秘
書
室

そ
の
他
理
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

－
縄
綱
懲
蠅
騨
畢
こ
と
○
琵
鮮
畜
産
、
挿
産
の
綜
合
企
画
及
び
調
査

秘
書
係

一
率
蓉
窪
価
搾
及
鮴
華
》
御
“
や
窪
艫
獅
罹
の
生
産

○
總
務
課

庶
務
係
一
癖
畦
及
び
市
行
政
一
般
、
選
挙
条
例
規
則
、
文
書

農
林
係
指
導
一
躍
》
蕊
鑪
や
錘
鑑
峠
癖
維
持
管
理
、
治
山
、
治
水

一
部
浄
罪
》
酔
趨
轟
葬
畢
評
鋤
蝿
諏
誉
唾
分
新
農
村
振
興
計
画
実
施
に
関
す
る
こ
と

財
務
係

商
工
係
一
蹄
一
価
吋
鋸
小
制
》
岬
函
砕
吟
緬
張

企
画
調
査
係
一
瞬
姉
建
鐸
需
輌
計
調
査
”

○
税
務
課

一
錦
潅
嘩
卵
蒄
韓
二
辻

、
税
の
綜
合
企
画
及
び
税
源
の
調
査

一
納
税
組
合
関
係

○
建
設
課

一
狸
御
霊
宰
彌
唾
鄙
識
蕊
諦
細
に
関
す
る
こ
と
土
木
、
下
水
事
業
の
実
施
計
画
及
び
調
査

賦
課
係

》
》
壷
帝
》
攝
恕
》
》
改
良

市
民
税
の
基
礎
調
査
及
び
賦
課

徴
收
係
｛
壷
聖
徴
收
、
瀞
納
整
理
、
差
押
、
公
売
に
関
す
る

土
木
建
築
係

○
会
計
課

一
吟
鍛
”
錨
蝿
》
燕
有
価
証
券
の
保
管
「
跨
禧
程
峰
率
篝
州
嘩
珊
州
峠
及
び
実
施
に
関
す

出
納
係
一
椿
掘
蓉
拙
“
蝉
こ
れ
に
附
随
す
る
税
の
控
除
納
付
都
市
計
画
係
一
年
稚
坐
岫
唾
岬
癖
鍛
恥
処
分

一

物
品
保
管
及
び
受
挑

一
翻
恥
細
帰
密
蝿
弛
購
入
修
理
○
国
民
健
康
保
険
課

用
度
係

一
》
》
“
朧
癖
誹
峠
》
準
Ｆ
評
率
咋
蝿
辞
関
す
る
こ

保
険
係

姫
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
保
仙
指
導

保
瞼
税
の
賦
課
微
收

一
滞
維
整
理

保
険
税
係
納
税
組
合
設
立
、
納
税
思
想
の
普
及
指
導

○
輻
祉
事
務
所

庶
務
係
一
坪
恥
看
鐸
牽
吋
紺
稚
諏
告

一
》
啼
咋
》
》
串
馳
碓
一
奉
酔
幟
圷
蝦
壺
鴫
こ
と

援
護
係

一
噸
融
罐
帳
誕
晦
糾
睡
睡
員
に
関
す
る
こ
と

戦
傷
病
者
、
戦
残
者
及
び
遺
家
族
に
関
す
る
こ
と

引
揚
者
、
復
員
者
及
び
留
守
家
族
に
関
す
る
こ
と

社
会
係
《
職
蓉
嘩
鋤
毒
蛙
嘩
鏥
峠
護

行
路
病
人
、
死
亡
人
、
漂
流
物
に
関
す
る
こ
と

援
産
、
職
業
浦
導

女
子
隔
祉
、
売
春
防
止
に
関
す
る
こ
と

一
〆
保
育
所
に
関
す
る
こ
と

○
議
会
事
務
局

庶
務
調
査
係
一
》
稚
鈴
一
報
》
畠
癖
評
一
州
鐸
祁
鐇
雑

議
事
係
一
恥
砕
掴
唾
》
酔
岬
》
別
委
員
会
の
会
議

○
教
育
委
員
会

言
蓉
纒
誇
唖
唾
罐
率
鋤
岬
関
係

庶
務
係
一
鋤
艫
毒
癖
》
赫
識
極
恥
銅
諦
挑

一
数
職
員
の
免
許
状
及
び
昇
給
昇
格
に
関
す
る
こ
と

戸
学
校
統
合
に
関
す
る
こ
と
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市報た かはぎ (4）昭和33年9月1日発行

町界町名改正悶

一
》
健
誕
》
錨
哩
》
哩
檸
嘩
幟
蹄
津
鐸
備
取
扱

学
務
課
学
校
給
食

一
一
鐸
幽
奉
蝉
浄
銅
姻
鍔
鞭
諦
蕾
振
興
法
に
関
す
る

一
社
会
数
育
振
興
指
導
に
関
す
る
こ
と

－
》
》
諮
棒
踏
蔀
識
岬
》
峠
》
》
す
る
こ
と

社
会
教
育
課

○
農
業
委
員
会

庶
務
係
｛
睡
雫
か
癖
錘
錘
諦
嚥
癖
罪
関
射
恥
痙
謎
す
る
こ
と

一

1

一塁＝

拳

＝

大
字
高
萩
の
一
部
を
地
方
自
治
法
オ
ニ
百
六
十
条
才
一
項
の
規
定
に

よ
り
九
月
一
日
よ
り
次
の
と
お
り
字
の
区
域
及
び
字
の
名
称
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
変

名
更

本
町
二
丁
目 一

畔
睡
恥
》
》
一
癖
幟
酔
吋
到
｝
》
一
》
恥
骨
罪
》

農
地
係
一
罪
睡
軸
唖
峠
職
瞬
岬
唾
華
崎
壺
の
斡
旋
及
び
争
議

の
防
止

農
業
及
び
農
村
に
関
す
る
振
興
計
画
の
樹
立
及
び

一
》
詫
華
》
唾
雪
娘
《
口
醍
催
趣
”
罰
嘩
聖
畦
確
麺
華

振
與
係
一
》
》
適
峅
唾
罹
嘩
穂
吋
謹
》
錘
昨
恒
識
睡
嬉
霊
麺

に
関
す
る
こ
と

本
年
九
月
一
日
か
ら

字
の
区
域
、
字
の
名
称
変
更

一
丁
目

訶
引
ｌ
刃
室
山
字
Ｉ

後
一
同
上
に
包
括
さ
れ
る
従
前
の
字
名
地
番

高
萩

高
萩

滝 北
至自
下四三川
○○

至自
五至自二二
一 ｢祠而一一

五二自ｌ

滝

下

睾

一

垂

聿
垂
〃
一
一
一
雪
一
五
二

一
》
〃
一
一
一
一
五
二
七
至
一
五
二
八
ノ
ー

自
一
五
二
八
ノ
ー

宰
一
垂
哩
垂
〃
一
一
一
二
ヱ
四
六
・
一
二

ノノ三三＝言五五至自五五

ノ
ー
自
二
九
ノ
ー

Ｉ
至
二
五
ノ
六
至
二
九
ノ
四

唾
、
睾
恥
一
〃
呼
番

下
一
五
二
九
幸
一
壷
一
一
四
〃
一
一
一

一
菫
一
一
一
一
一
一
五
三
三
ノ
ー
幸
一

三
四
自
一
五
三
八
ノ
ー
自
一
五

三
七
至
一
五
三
八
ノ
三
至
一
五

九
ノ
ー
自
一
五
四
○
自
一
五
四
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